
専門部会第二次研究協議会 中心サークル授業公開 

＜授業公開の様子＞ 

１年生 単元「かぞく にこにこ 大さくせん」 

 授 業 者：齊藤 有紀 教諭（北広島市立緑ヶ丘小学校） 

  ＜本時の目標＞  

家庭生活をよりよくするために取り組んだことを振り返りながら、友だちと交流することができる。 

  ＜本時の展開＞ 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもとは環境が違う中で少し緊張した様子もみられたが、元気いっぱい発表することができた。本

時では、友だちの発表を聞いて、「いいな」と思ったところを伝えたり、質問をして自分の考えを広げ

たりすることをねらいとした。何を聞いたらよいのか分からないという子もいたが、参観していただい

た先生方がモデルとなり、たくさん質問をしていただいたおかげで、質問の幅が広がり、子どもたちに

とって良い経験となった。（授業者より） 
 

 

 



授業後の協議内容 
≪討議の柱≫ 1 ICT機器を利用した学習履歴は学習のまとめや自らの成長の振り返りに有効だったか。 

2 友達の発表から色々な考えに気付き自分の視野を広げたり、深めたりすることができたか。 

《責任者・授業者より》 

授業をつくるにあたり、どこでどうICTを活用していくか考えた。タブレットを自然に使えるようになってきている

が、1 年生の発達段階で使用するのはどこまでだろうと考えながらの授業づくりであった。今回のような活用方法はど

うだったのかご意見をいただきたいと思っている。また、友達の発表を聞いて深められるようにワークシートの形を工

夫したがその点についてもご意見をいただけたら考えている。 

 

授業について 
・本時の中での自らの成長の振り返りはどこでと考えていたのか。→ワークシートの最後にある発表に対する振り返

りの部分を自らの成長ととらえている。 

・発表の経験について→1年生 2クラスの中での発表は経験しているが本時のようなやり方・大勢の前での発表は初

めてだった。 

・お手伝いが1回だけで終わった子もいたようだが、そのあたりの指導はどうなっていたか。→大作戦は2回実施し

ていて、1度目は土日で実施し、振り返ってその後 1週間大作戦を行った。毎日ちがうお手伝いをした子もいれば

ひとつの手伝いを続けた子もいる。 

・自分の視野を広げるための友達の発表について→色々なお仕事があることに気付くこと。自分がやったことのない

お手伝いがあると友達の発表を聞いて気付くことが視野を広げることだと考えた。 

・視野を広げる・深めるについて→広げる（例）靴をそろえる方法がいろいろあることに気付く。自分がやってない

こんなお手伝いがあると気付く。深める（例）ゴミ袋は縛ったところを持つといいと発見したことを聞いた友達が

そのことに気付く。 

グループ交流～全体交流 

○討議の柱1 

・写真で見ることができるのは、本単元においても、教師の見とりによってもよかった。子どもたちにとって自分で見

通しを持てて視覚的に考えることができてよかった。視野を広げるために有効だった。 

・抽象的なことは１年生にはわかりづらいので写真でお手伝いの前後が見られるのがよい。 

・ジャムボードを以前使ったことがあり、子どもたちが使ってみたいと意欲を持っていたので使わせた。 

・写真として活用したり、ICTを使う子がいたりいろいろな発表方法があってよかった。 

・他教科にも広げていけるし、学習履歴の点からも今回の写真は、高学年になってからも見返して使える、非常に価値

の高い授業であった。また、動画を使ってもいいと思うが１年生のスキルを考えると難しい。 

〇討議の柱2 

・一度途中で集まったことで質問の質が後半上がっていた。先生たちの質問を聞いたりすることで質問のスキルアップ

があってよかった。 

・自分たちの発表をしっかりできていた。自由に聞きに行けたことがとてもよかった。ローテーションを組むのではな

く行きたいところにいけたことでとてもよかった。（先生たちがいたことでできたのかもしれない） 

・「やってみたい」が最終目的ならば、発表の仕方でおすすめポイントなどを入れる方法もある。 

・ワークシートの意図はどのブースに行ったか忘れないように・メモをとるためのものだったが、指示もしっかりでき

ていなかったので子どもたちも混乱したと思う。 

・もう少し書く時間などを取り入れて時間を区切ってもよかったのではないか。 

・ポスターセッションの方法だったが、１年生としては難しいところもあったかもしれない。全体の前で発表する方法

をとると感想を言えるようになると感じた。 

・広げる…やってみたいという意見がありよかった。・深める…自分がやったことに対して感じたこと思ったことを見と

れるとよかった。同じお手伝いをした人の発表で自分もこうしたらよかった。と考えられるなどこれからでも振り返

りできるとよい。 

・課題が『友達に伝えよう。』になっていたが授業の中で大切にしていたのは、聞いたことによって自分がどう感じ、ど

う伝えるかだったので、『友達の発表を聞いて、伝え合おう』とするとよかったかもしれない。 

・子どもたちの発表の中に「褒められなかった」というのがけっこうあったがそれは、言葉としてはっきりと伝えられ

ていないということ。 

・お手伝いをやりたいという家庭もあるが、やらなければならないという家庭も多くなってきているので、この単元を

見直していかなければならないと思う。 



公開授業の様子 
 

授業の進め方を確認中。 

子どもたちは、やる気満々＆友達の発表を

聞くのが楽しみな様子でした。 

発表の方法はそれぞれ。ペープサート、ポ

スター、模造紙、タブレットをＴＶ画面に

映して・・・（線の接続も自分でしていまし

た。すごい！！） 

発表を聞いている子は、メモをしたり、質問をした

りしました。「自分も今度はそれをやってみたい！」

と興味をもって聞いていました。 



専門部会第二次研究協議会でのレポート交流会 

市町村レポート交流 

〈石狩〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」  （１年） 

       授業者  田中 元子 教諭（石狩市立南線小学校） 

 

春や夏の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、春夏の特徴や違いを見つけ

ることや、それらを使って遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したりする学習である。 

今回の授業では「くさばなあそび」で遊んだことをICTを使って振り返った。児童が意欲的に向かうように見る・聞

く・触れる・遊ぶ・直接的に働きかける場面を設定した。 

xSync・電子黒板・実物投影機など積極的に活用し、自分や友達の活動の振り返りに使うのはもちろん、自分の表現を

することがなかなかできない子供が表現できるきかっけとなりよかった。近くの友達とおしゃべりする感覚でできるよ

うにペアから行い、学級全体の交流につなげた。 

授業者は、スタートカリキュラムの実践を行い、いい気づき・いい思いを表現するのは配慮が必要だったが、この時

期にやったことによって、思いをアウトプットするものの一つとして ICTであったことで、書くこと表現することの喜

びを感じる子供がいた。 

今後の課題としては、去年の６年生が使ったものを使うため、入学して間もない子供のＩＣＴの場の設定に時間がか

かったことやメンバーは少ないが、若い先生に授業をやってもらうほうがよかったことが挙げられた。そのため、生活

科部員以外のいろいろな先生に見てもらえるように機会を増やした 。そうすることで、意見も多様になり、勉強にな

ったと述べていた。 

質疑・応答では、「オンライン授業で他校との交流とは何か」聞かれた。同じ単元で勉強をしたことを交流する予定

であるとのこと。端末の設定の交流では、春休みでは膨大な量になるので、春休み前に６年生に手伝ってもらって設定

したという事例が挙げられた。意見として、「スタートカリキュラムは、学校に慣れさせるところから始まる。タブレッ

トを差し込んでどう授業をするのか、どこまで伸ばしてあげたいか考えて計画を立てていくのは大事なのではないか」

という意見が出た。 

 

〈恵庭〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」 ～なつをかんじよう～ （１年） 

       授業者  西島 恵子 教諭（恵庭市立恵庭小学校） 

 

春や夏の自然を、諸感覚を使って観察したり、自然の物を使って遊んだりする活動を通して、春や夏の特徴や違いを

見つけていく活動をする学習である。 

今回の授業では、端末をどの場面でどのように使えば効果的なのか部会で話し合った。夏を感じる遊びの題材が１つ

にならないように端末で様々な遊びの作り方が分かるようにした。また、紙で書いた作り方と変わらないように動画を

見て題材を作れるようにした。動画で作り方を提示することで、端末に先生がいるような状態になった。普段の説明だ

けだと理解できない子が、動画を何度も繰り返し見ていたので、動画をすぐ見られるようにしてよかった。また、どう

いうことが協力することなのか授業の中で確認して授業に入った。 

課題として、導入をさくさくやりすぎたので、わくわく感を出せるようにしたらよかったことや材料選び・何をさせ

るかという研究に時間がかかってしまったことが挙げられた。よかった点では、この時期に授業をしたことによって、

夏休み中に授業を進められたこと、恵庭サークルで準備をすることができ、みんなで有意義に過ごせたことが挙げられ

た。 

質疑・応答では、「材料を詳しく聞きたい」と質疑があった。夏を感じようなので夏っぽいものを探すようにした。

水を使うものを中心に、実際に作ってみたり、ネットとかで見たりして決めていった。 ペンで描いたものを浮かばせ

る題材では、不思議だなと感じてもらえるように取り入れた。しかし、書くものも考えたりペンによってできるものや

できないものもあったりして苦労した面もあった。また、「適切・適切ではないものを取捨選択するため動画を探すこと

は時間がかかるので、使えるものがあればそれも教えてほしい」とあった。後日、自作で作った動画を載せるようにす

る。動画で見るより、実物の方が作りやすいものもは実物がいいということもあると授業者から補足があった。 

 

 

 



〈江別〉 「 まちが大すきたんけんたい 」 （２年） 

       授業者  渡部 芳乃 教諭 （江別市立江別第二小学校） 

 

情報図書館で訪問した際に児童が気付いたことや疑問に思ったことを整理し、それぞれの方法で調べてまとめ、全体

での発表を行い交流する場面を設定し、子どもたちの気付きを共有し全体に広める学習である。 

子供たちが端末の使い方を覚え、発表の選択肢に端末を使ってどのような発表の仕方があるのか考えていった。例え

ば、本を借りに来たところを劇で発表し、端末を使って動画をとっていく方法や端末で問題を手書きで書いて作り、三

択のクイズの答えを隠して作る方法で発表していった。発表資料などを作るにあたって、先生たちがいろいろな写真を

見学の時に撮り、それを使ってポスターなどを作っていった。端末を使うことによって視覚に分かりやすくなった。 

先生の方でよかったところを花丸ポイントとして板書していった。完全な発表の前に、アドバイスを受けてもっと花

丸ポイントになるにはどうしたらよいか考えっていった。しかし、アドバイスがあまり出ていないのでそのことを確認

した。 

質疑・応答では、「花丸ポイントのネーミングがすばらしい。グループはどのように決めたか」では、生活の教科書

の後ろを見たり、どうやってやってみたいか問いかけてみたりしたとのことだった。また、「何時間ぐらいで全てのもの

が準備できたのか」では、指導案通りの時間で、やりたい子は自分たちで時間を見付けてやったとの話だった。 

 

〈千歳〉 「 えがおのひみつたんけんたい 」 （２年） 

授業者  西永 拓史 教諭（千歳市立祝梅小学校） 

 

この単元では、地域や社会との関わりをもち、地域への愛着と信頼を醸成することができる学習である。 

 ICT を使うにあたって、どう活用するのか・教師がどのような働き方をするのかを考えていった。端末は、あくま

でも目的を達成するための手段である。 

今回の授業では、パドレットを使って個人で書いたワークシートを交流したり、ホワイトボーで書いたことを、端末

を用いて写真に撮り見やすいようにしたりした。また、端末だけではなく、ホワイトボードも使った。何個かの意見を

比べるところはホワイトボードを使い、意見をで比べて深まるようにした。端末・ホワイトボードのそれぞれのよさを

生かしていくようにしていった。 

給食センターで働いている人たちが、おいしく食べてもらう思いや楽しく食べてほしいという思い、食材の量を間違

えないように気をつけるなどに気付けるようにした。２年生の活動として難しいところがあったが、交流したことによ

って、新しい思いや内容に気付いたり、そこに関わる人の思いをもっと深堀りしていったりすることができ、地域の魅

力に気付くことができたので、おおむねよかった。 

質疑・応答では、「えがおのひみつたんけんたいは、もともと教科書の単元であるかまた、笑顔の秘密は給食センタ

ーの方の笑顔の秘密のことか」と聞かれた。教科書の単元であり、自分たちが普段できること・これからはその方たち

を笑顔にさせるにはどうしたらよいかも考えていった。町探検からの続きで、そのお店の人たちの笑顔になるにはどう

したらよいか、給食センターの人たちのことをもっと知りたいという思いも引き出せた。今後は、発表したものを劇な

どで栄養教諭経由で給食センターの人たちに伝えたいとの話だった。 

 

《市町村交流全体を通して》 

市町村交流全体を通して、成果として、以下の点があげられる。 

○市町村ごとにICTの使い方に工夫がみられた。 

・紙ではなくて写真や動画などICTのならではの使い方をしていくとよい。 

・前時までの授業の記録を見ることができる。 

○授業の中で交流の時間を設けていた。そのため、意見交流で、子どもたちの考えが広がった。 

△生活科の部会員が少ないが、若手の教員が授業をしていく方がよい。また、部員だけだと少ないので、部員以外の教

員にも授業を見てもらう機会を設けたらよい。 



 


